
平成26年度 三島地域ら、るさと創生基≦

く提案者>所属達 ■圭町内会__二色ェ 長ゴ上上__勉__

1.事業計画書

「蓮花寺の大スギニ世」育成事業

事 業 目 的

事 業 内 容

「蓮花寺の大スギ」は、地元集落だけでなく三島地域や長岡市の宝物である。
近年、大杉は環境変化や風雪等により、枝折れや根腐 りなどが目立 ってきて

いるため、健在な今のうちに、子孫の保存・育成に取り組む。  |
また、集落内に大杉や大杉公園の案内看板が少ないため、近くに来ているに

も関わらず迷われる方が多いことから、大杉のイメージにあった案内看板を大
学等の協力を得て整備する。

1.樹木医にょる樹木状況の調査

2調査結果報告 (講演会)の開催

3調査結果に基づく保仝・保護活動の実施

4二世の育成 (採穂、さし穂処理、挿じ木、圃場での育成など)

5_専 門機関等 (独立行政法人森林総合研究所など)での保存育成事業へ申請。
(林木ジーンバンク:事:業 、林木遺広lF劇

t行 110番  など)

6案 内看板の設置 :2か所 (デザィン等 については、造形大学等の協力 を得 ら
れ た場合は、学生 と地元でWSを 開催 しなが ら作成 したい。)

事業実施

までの

スケジュール

【スケジュール】
4月  事業計画関係者打ち合わせ

専門機関への保存育成事業の申請

第 1回 案内看板作成WS(造 形大学十地元 :現地調査 )

5月  捧穂、挿 し付け作業、大杉下枝等の清掃

樹木医診断

第 2回案内看板作成WS(デ ザィン検討 )

6月 ～8月  第 3回 ～第 5回 案内看板作成WS(看 板作成作業 )

5月 ～H273月  仮植え、圃場での育成

10月 ～12月   調査報告会 (講演会)の開催

蓮花寺町内会

×2年 目以降の樹木育啓
については、大杉公園の指定管理者である「グリーン産業」

の協力をいただき、蓮花寺町内会が主体となって取り組む。なお、苗木が大きくな
考

|×
黒鷹夢38提課1壇属|｀兵暴誰:蒻「景奏雰皇曇葬寺奮堅承3肇「i事前協:

〔添付書類〕大杉二世「採穂

提出締切 平成 25年 11月 29日 (金 ) 必着 25,11(2El



2.収支予算書
収入の部

(単位 :円 )

支出の部
(単位 :円 )

項 目 予算額 内 訳

ふるさと創生基金 518,000

自
己
資
金

・
特
定
財
源
等

A
口 計 518,000

項   目 予算額 内 訳

報償費 100,000 樹木医謝金 @50,000円 ×2回 (調査、講演会 )

旅費 8,000 樹木医旅費 @4,000円 ×2往復 (」 R十バス)

需用費 60,000

育苗資材費 (フ

゜
ランター、培養土、肥料など)40,000円

作業記録写真パネル作成消耗品    10,000円
印刷製本費 (講演会資料、チラシ)   10.000円

借上料 60,000
採穂作業 :高所作業車 レンタル料

(車両代、補償料、基本管理料、作業員代 )

委託料 50,000
樹木栽培管理委託料

(さ し穂前処理、挿 し付け管理、仮植等 )

看板作成費 240,000

大杉 。大杉公園案内看板 。設置費
・造形大学協力謝礼        =100,000円
。看板作成材料費等 70,000円 ×2枚 =140,000円

Ａ
口 計 518,000

提出締切 平成 25年 ‖ 月29日 (金 ) 必着



【参考資料】、

採穂作業・育苗資材関係見積もり明細書

育苗資材について

採捕作業について
[単価 1 数量 1 金額 備考

高所作業車レンタル 15,000 1 15,000

基本管理料 1,000 1 1,000

補償費 900 1 900
オペレーター 20,000 1 20,000
高所作業員 18.000 1 18,000
合 計 54,90Q

1単 価 1 数量 1 金額 1 備考
プランター 240 25 6,000
鹿沼± 161 460 25 11,500
バTミ キュライ ト4′ l 280 45 12,600
ピー トモス 41 220 45 9,900
合 計 40,00Q
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蓮華寺の大杉 さし木施エフロー

さし穂の採取

・3月 下旬～4月 に、さし穂を採取する(約 20～ 30cm)。 枝を切つた後は速や力ヽこ水につける。

さし穂の前処理

:採取したさし穂を頂芽から15cmの長さに切りそろえる。

・約半分の長さまで葉を切り落とす。

・よく切れる小刀等で、切り口を切り戻す。

(1度斜めに切り、反対側から返しを付ける)

.規定の濃度に希釈した発根促進剤に切り口を一晩漬けておく。

※さし穂は乾燥させないように十分注意し、常に切り回は水分を保つようにする。

挿し付け床の調整

・鹿沼土 :バーミキュライト:ピートモスニ

1:1:1にて混ぜ合わせ、用土をつくる。

・プランターや発泡スチロールの容器に用上を充填し、

たっぷりと灌水をおこなう。

挿し付け作業

さし付け床を十分に灌水する。

挿す深さより若干浅めに、害1り箸等の棒で挿し付け床に穴をあけ、穂の半分の深さまで挿し付ける。

挿じ穂の根元を指で押さえ、挿し穂を固定する3

・水をたつぶりかける。

※挿し穂を折らないよう、切り口を傷つけないように十分注意する。また、切り口と用上が密着する

ようにする。

挿し付け後の管理

灌水  乾燥させないように定期的に灌水を行う。

・寒冷紗かけ 乾燥や風による挿し穂のぐらつきを防ぐため、必要に応じて寒冷紗かけをおこなうc

※挿じ付け後は、挿じ木をなるべく動かさない、乾燥させないように十分注意する。

仮植

当年の秋に、圃場に仮植し育成するc

【参考写真〕

票滅k麿孟艇糞
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平成26年度 三島地域ら、るさと創生基金事業 事業提案蘭雇

く提]難彗≧五屋L三興 区雌 i塾出離 __量壼 _全長_■旦 _菫 _

1.事業計画書

ボランテイア交流会

第 1部 では、平成 15年から新潟市で、空き家を活用 した 「常設型地域茶の間 う
ちの実家」を開設 し、異業種交流「地域茶の間ネットワーク」、「ご近所談義Jな ど、
多様な住民参加型の助け合いや、異業種ネットワークの活動を続けておられる、
河田珪子氏から講演をいただき、第 2部では、講師と二島地区社会福祉協議会推進
委員会の各部会 (配食サ

=ビ
ス・ボランティア銀行・地域茶の間 。小地域ネットワ

ーク・福祉送迎)の代表者等から登壇いただき、三島地域におけるボランティア活
動の現状と課題について、シンポジウム形式で話 し合い、講師自身の体験をもとに
ア ドバイスをいただくとともに、超高齢社会におけるボランティア活動に関するヒ
ン トをいただく。

事 業 目 的

事 業 内 容

容】【内

三島地域においては、超高齢社会を迎えて、一人暮らし高齢者や高齢者のみ世帯
が年々増加 し、地域における様々なボランティア活動に対する期待が高まっている
ことから、三島地域のボランティア関係者の横の連携をより強固なものとし、ボラ
ンティア同士の交流・規睦を図り、ボランティ_ア マイン ドの向上に資する。併せて、
一般の方に参加を呼び掛け、新規のボランティア募集につなげたいもの。

事業実施

までの

スケジュール

【スケジュール】

12月 12日 (木 )に河田氏と事業内容の概要を話 し、日程 (H月 頃)を決定する。
3月 の地区社協推進委員会に諮 り了承を得る。
4月 から毎月 1回程度、関係者で準備する事やシンポジウムの内容を検討する。
8月 頃からチラシ 。ポスター等で参加者を募集する。        .
1か月前までにメールまたは fax等で河田氏と内容の摺合せを行う。
1週間前までにボランティアの代表者と内容の櫂合せを行 う。

①

②

③

④

⑤

⑥

実 施 主 体 三島地区社会福祉協議会

① 三島地域の高齢化の現状と三島地域のボラ
ー別紙資料 1の とおり

② 超高齢社会 :高齢化率21%を超えた社会

ンティア活動の状況

(世 界保健機構の定義)

握出締切 平成 (奎鑓) 曇籍



2.収支予算書
収入の部

項  目 予算額 訳内

自
己
資
金
・特
定
財
源
等

△
口 計 0

(単位 :円 )

(単位 :円 )支出の部

項  目 予算額 内 訳

講師謝金 (交通費込 ) 20,000

新潟・長岡間往復の新幹線代

2,920円 ×2=5,840円

長岡駅から三島支所間往復のタクシー代

3,750円 ×2=7,500円

講師 :身寸ネし 11,660円

看板作成料 15,000 「三島地域ボランティア交流会」(会場内・会場外 )

三島地内送迎バス 42,000 中型38人乗り

記録用写真 3,600 2L版 180円 ×20枚

印刷製本費 9,500 トナー代7,5oO円 コピー用紙2,000円

通信・運搬費 10,800 切手代 90円 X¬ 20人 =10,800円

合   計 100,900

提出鐵切 平成 25年 11月 29日 (金 )必 鑢
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資料
平成26年度 三島地域ふるさと創生基金事業 事業提案調書

≦提案童≧藤 J塾野堕」ヽ学校 氏名 星野 和人

1.事業計画書

年

::]lk
「

~     '

.ヽ  ́    ,

事 業  名 陸前高田に花火 (白 菊)と 笑顔を届けようプロジェクト (ボ ランティア活動)

事 業 目 的

事 業 内 容

【目 的】

○東日本大震災で被災した陸前高田市の人々に花火と笑顔を届ける活動を通して、
中越大震災等で多くの方から支援していただいた恩返しをするとともに、陸前高
田市との友好関係を深める。

【内 容】                    ~
○陸前高田市広田町での花火 (白 菊、金冠柳等)の打ち上げ
○仮設住宅等への訪間活動
○陸前高田市でのボランテイア活動          ′

03年継続して実施する。(H26年 度～H28年度)

○三島中、日吉小、脇野町小、地域の大人のボランティア参加希望者を募り、派遣
メンバーを構成する。

03校で募金活動を展開する。学校、三島まつり、アオーレ長岡等でのイベント

事業実施

までの

スケジュール

【スケジュール】
03校の秋休みを活用して実施する。
02泊 3日 で実施する。

:

10月 上旬か中旬。

○ボランティア募集       6月
○ボランティア参加者決定    7月
○宿泊先の手配(志津川自然の家)7月
○参加者の顔合わせ      7月 頃

(目 的や趣旨の説明、支援のアイテ
゛
ィア出し等)

○支援物資の作成   ‐ 7～ 9月

○陸前高田訪問         lo月

○募金活動開始 (各校)   7月
,三 島まつり
・アオー レ長岡等

○嘉瀬さん(花 火師)へ の依頼 7月

実 施 主 体 ○三島地域校長会 (協力機関 :三 島中 吉小、脇野町小)

備 考

○宮城県志津川自然の家の予約を早めに行う。
○陸前高田市まで長岡から約 8時間。志津川自然の家まで約 6時間かかる。
○嘉瀬さんへ花火打ち上げの依頼
○陸前高田市(広 田小学校)か ら三島地域に来てもらう事業(夢企画)を 、教声瞥

からH26年度予算要求してもらっています。 (担 当 :学校教育課)/・ |'I、
__             ξ:ヶ__111● I_

::II : :‐  1提出締切 平成 25 月 29日 (金 ) 必着



2_収支予算書

収入の部

項  目 予算額 内 訳

ら、るさと倉」生基金 429,000円

自
己
資
金
・特
定
財
源
等

△
口 計 429,000円

(単位 :円 )

(単位 :円 )支出の部

項  目 予算額 内 訳

使用料及び賃借料 356.000円
大型観光バス1台 280,000円 、高速代 43,900円 、

乗務員宿泊2泊 17,100円 、旅行保険 15,000円 (45人 ×300円 )

使用料及び賃借料 8,000円
施設使用料 (大人のみ :子供は無料 )

志津川自然の家 @800円 ×大人 5人 ×2泊

使用料及び賃借料 11,000円
寝具レンタル代   @100円 ×45人 ×108=4,860円

シーツ代等クリーニング代 @130円 ×45人 ×108=6,318円

消耗品費 54,000円 支援物資 (寄せ書き、手紙など)

(大型用紙、マーカーペンほか 50,000円 ×108)

△
口 計 429,000円

提出締切 平成 25年 11月 29日 (金 )必 着



平成26年度 三島地域ふるさと創生基金事業 事業提案調書

≦提案童≧亜属_二 _上造井■内会  氏名 小林 喜一

1.事業計画書

業事 名 盆踊 りでつなぐ、ふるさとコミュニティ育成事業

事 業 目 的

事 業 内 容

【目 的】

地域をあげて開催される三島まつり前夜祭の風物詩である「盆踊 り大会」は、地
域内住民や帰省者、地域外来場者等とのコミュニケーションを図るための重要な機
会である。             :

三島まつり実行委員会からの要請で「櫓 」の貸し出しと運営を行ってお り、今
後もふるさと三島への郷土愛や地域の団結力を高めるため、全面的に協力 していき
たい。

盆踊り大会で必要不可欠なツールである「櫓 」は、過去、雨の中での三島まつ

りで使用 したことで、歪み等の傷みが激 しく使用に危険になったため、修復資材の
助成をお願いするもの。

【内 容】※別紙参照

平成 20年から幕三島まつ り、前夜祭の盆踊 り大会でまつり広場の中心に「や ぐ
ら」は据えられて、笛。太鼓・音頭の拠点として活躍 しています。この可動式の「や
ぐらJの特徴は全て木製で釘・ネジを 1本 も使わずに組立てられるもので、近隣で
は外にないものと思っております。

このような事から老朽化 してはおりますが、「やぐら」の維持保存に取組みなが

ら、伝統文化の継承に地域全体で取組み、三島まつりを盛 り上げてい くとこで三島
地域の郷土愛や団結を図るため計画するものです。            .

修復に必要な原材料費 (資 材)の 助成をお願いするもので、修復作業に関す る経費
は実施団体で負担 します。

事業実施

までの

スケジュニル

【スケジュール】

平成 26年度

4月  材料調達 (特 に十分な乾燥材が必要)

5月   加工製作

6月   既存部分との整合・調整

7月   組み立て、完成・・・格納

8月  三島まつり盆踊 り大会、その他盆踊り
～ 9月    イ

での活用

実 施 主 体 上岩井町内会

考備 ■・付
lユ:1::貫 :

■̈
「
７

′



2.収支予算書

収入の部

項  目 予算額 内 訳

ら、るさと創生基金 132,000

自
己
資
金
・特
定
財
源
等

繰入金 99,112
上岩井町内会、みしま盆踊り連絡会議

上岩井盆踊りやぐら保存会、上岩井歌謡愛好会

△
口 計 231,112

(単位 :円 )

(単位 :円 )支出の部

項  目 予算額 内 訳

原材料費
132,000

櫓修復資材一式          1321192円
やぐら土台 杉 49,000円 5000*150*170 2本

手摺下部 杉 29,000円 3000*130*90  4本
手摺笠木 杉 28,000円 3000*105*106 4本

人引き  杉 12,000円 2000*75*75  4本

根太   杉 2,000円 2000*45*45  2本
根太   杉  2,400円 2000*105*45  1本

122,400円 ×108=132,192円

技術指導料
99,112

仮組調整費            99,112円
既存土台等との歪み調整・再加工経費については、

専門的知識を有する方から指導いただきながら共同作

業

計
△
口 231,1¬ 2
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平成26年度 三島地域ふるさと創生基金事業 事業提案雛

<提案者> みじ二ま観光推進協議会__ 氏名  菊池 興一

1.事業計画書

事  業  名 オールみしまで取 り組む三島発信 |プ ロジェクト

事 業 目 的

事 業 内 容

【目 的】
・西山連峰登山マラソンや全日本丸太早切濯手権などの実行委員会がイベントを通し
て三島を発信しているなかで、市町村合併 10年 目の節目として三島の魅力をみんな
で考えながら、各実行委員会が協力してふるさと三島の発信に取組むことで市民協働
力をさらに高める。
・年間を通しての交流や発信意識を育み、三島リピーター確保のきっかけをつくる。

【事業概要】        ~~~~~~丁
~~~~~― ――一―一―――一――

○オリジナル三島ブランドとしての PR商 品化に向けた研究や開発を行い、三島地域
で開催される行事やイベントにおいて活用する。
・長岡造形大学生やデザイン会社など交えたデザインの研究
・三島をPRす る試作品 (ホ

゜
ケットティヽソシュ、手ぬぐい、表彰グッズ等)作成と各種イベン

トでの活用

○四季を通 した三島地域のイベントを映像化 (DVD)し 、教材活用やイベン トを知ら
ない人、見に来ることができない人への活用による郷土愛を育む。

○上記で作成 した発信ツールを、各実行委員会は三島地域内外や首都圏等とめ交流を
意識 しながらプロモーション活動に活用する。

事業実施

までの

スケジュール

【年間スケジュ

2月 ～3月

4月

5月
～ 1

11
1

2

月０

月

月

月

―ル】

事業周知と活用策の共有

デザイン作成

試作品の作成とイベン ト活用

映像素材の確認と編集

映像完成 目途

完成試写会と活用研究

実 施 主 体 み しま観光推進協議会

別紙資料参照

「
了≫

一
（
一

・
一
″一′́
・́一

一　
一
（
）
一
一一
一

一
（一′́
ら
一
，́一̈
，，
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2.収支予算書

収入の部

(単位 :円 )

ふるさと創生基金

み しま観光推進協議会232,400
自
己
資
金

特
定
財
源
等

l,0721400

支 出の部
(単位 :円 )

デザイン化に向けた調整 とデザインー式 300,000

撮影技術料、機材使用料等一式     540,000840,000

試作品作成経費            232,400
例 ポケットティッシュ

@10× 5,000個 =5,000円

手ぬぐい

@500× 300枚 =150,000円

DVD作 成経費

@1,080円 ×30枚 =32,400円

232,400

l,072,400
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平成26年度 二菖地域ら、るさと創生基金事業 事業提

≦塁難 ≧醒 ___旦宣」ゞ 壁 _二__三 二五___Ш 並■ __

1_事業計画書

事  業  名 のびのび み しまっ子育成事業

事 業 目 的

事 業 内 容

〔目 的〕

子どもは地域の宝である。脇野町小学校と日吉小学校の子どもたちの交流活動
を促進することにより、互いに高め合い、互いに思いやる子どもを育成する。

○

〔内 容】

1 豊かな心を育む交流体験活動
2校の交流を主たる目的とする活動に資する。

原材料費

講師料

交通費

等

日 吉  5万
脇野町 15万

計 20万 円
2 新潟の四季を生か した体力づくり活動

夏季スイミング教室における講師代     2万 円×2

冬季アルベンスキT教室における講師代   日吉 4万 円 脇野町 8万 円

計 16万 円

｀
事業実施

までの

スケジュール

【スケジュール】

5月   年間の交流体験活動計画立案

6月 ～

2月  計画に基づく交流体験活動開始

3月   交流体験活動の成果発表

7月

2月

水泳指導実施

スキー指導実施

実 施 主 体 脇野町小学校 日吉小学校

備 考

提出締切 平成 25年 11月 29日 (金)必 着



2.収支予算書

収入の部

項  目 予算額 内 訳

交流体験活動費 360,000

自
己
資
金
“特
定
財
源
等

△
ロ 計 360.000

(単位 :円 )

(単位 :円 )支出の部

項  目 予算額 内 訳

交通費 20o,000 スキニ教室 日吉 5万  脇野町 15万

スキー講師 120,000 スキー教室インストラクター 日吉4万 脇野町8万

水泳講師 40,000 水泳指導講師 各校2万

合   計 360,000

提出締切 平成 25年 11月 29日 (金 )必 着



.  平成26年度 三島地域ふるさと創生基金事業 事業提奮曇き
壺型⊆≡聖三二

≦鐵 >所屋__みしま西山連峰登山マラソン大会実行委員会__氏■__拠 _富美舅__

1.事業計画書

■丁「|■■
l li「 1(21:

みしま西山連峰登山マラソン 第30回記念大会 選手おもてなし企画

事 業 目 的

事 業 内 容

み しま西山連峰登山マラソン30回 記念大会の開催にあたり、
るための企画を用意 し、選手におもてな しの心を届けます。

選手をおもてな しす

1 マッサージ・サービスコーナーの設置
走り終えた選手を対象に、マッサージのサービスを提供するためのコーナーを設

けます。
2 選手休憩スペースの拡充

走 り終えた選手が飲食するための休憩スペースを確保するため、テント等機材を
一括 して借 り上げます。

3 記念大会限定企画

(1)記念大会オリジナル賞品及び副賞の購入
(2)記念大会PRのための峨旗や看板の購入
(3)記念大会コース清掃協カボランティア確保のための資材購入

事業実施

までの

スケジュール

【スケジュール】
1月 ～ 4月    マッサ=ジ ・サービスコーナー設営協力機関への要請

休憩コーナ,テ ン ト等設置借上げのための発注
記念大会限定企画物品の発注

4月 中旬頃   大会峨旗・PR看板等設置
5月 16日 (金 )大会屋内外準備設営、講演会パネル展示設営、

18日 (日 )大会当日 マッサージ・サービス特設 コーナー等開設

実 施 主 体 み しま西山連峰登山マラソン大会実行委員会

提出締切 平成 25 29日 (金 ) 必着



項  目 予算額 内 訳

ふるさと創生基金 570,000

自
己
資
金
・特
定
財
源
等

△
口 計 570,000

21収支予算書

収入の部

提出締切 平成 25年 11月 29日 (金 )

(単位 :円 )

支出の部

必着

記念大会オリジナル賞品等     200,000円
記念大会PR職旗及び看板     150,000円
記念大会コニス清掃作業資材    100,000円

450,000

選手休憩コ丁ナ丁テント等機材設置借上げ料

100,000円1001000使用料及び貸借料

マッサージ・サービスコニナニ運営謝礼  20,000円20,000

570,000


